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川二郎先生のご退職に寄せて
 山 本 恭 裕
川二郎先生は，東邦大学理学部化学科を卒業されて昭和40年４月に千葉商科大
学商経学部助手に任用されて以来，専任講師，助教授，教授を経て本年３月に定年
退職されるまで48年間の長きに亘って本学の教育，研究，学内行政に尽力されてこ
られました。
先生は，当時日本商品学会の会長であり本学学長でもあった石井頼三先生から直
接商品学の指導を受けられ，現在の研究館辺りにあった旧陸軍建物１階の商品学実
験室において研究活動を始められました。1970年代は大気汚染と光化学スモッグや
プラスチック廃棄物処理など経済活動が社会に及ぼす負の側面である環境問題に焦
点を当てた研究を発表されています。1978年に在外研究員としてウイーン経済大学
に留学され欧米の商品研究・商品教育についての知見を深め，1980年代に商品開発
における独自の商品コンセプト論を構築され，その後商品コンセプトに関する実証
的な研究論文を多数発表されています。さらに，1990年代からは主に君津地域を中
心とした千葉県における地域活性化に関する研究等をされ，研究成果を地域振興の
ための政策提言として纏められています。
先生は，単なる学術研究に留まることなく正に実学を実践され，千葉県優良県産
品推奨協議会審査会長や木更津市，君津市各種委員会の委員長等を歴任されて，長
年に亘って千葉県の地域活性化，地域商品開発を推進されてこられました。
この間教育においては，商品学，商品開発論等の授業やゼミナールを担当され，
厳しく且つ面倒見のよい熱心な指導をされてこられました。長年指導され社会で活
躍している 川ゼミ卒業生は先生を慕っており，ゼミ卒業生同士が結婚し，その子
供が千葉商科大学に入学してまた 川ゼミ生となる等の経験もされておられます。
キャリア教育にも積極的に関わられ，他大学に先駆けてインターンシップ等の
キャリア教育科目の導入と充実にも力を注がれました。2004年から2008年まで就職
部長，キャリア教育センター長を務められ，その間を通じての本学の先進的な取り
組みは，「CUC 生涯キャリア教育」として2006年度の文部科学省「現代的教育ニー
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ズ取組支援プログラム（現代 GP）」に採択されています。また，本学のアライア
ンス企業は現在500社を超えていますが，2008年のアライアンス企業の立ち上げ時
において，先生が直接企業周りをされて企業の理解を得ることができたことが大き
かったと思われます。
1981年から大学院商学研究科の教授も担当されていました。大学院では2010年度
の中小企業診断士養成コースの設立に関わられて，2010年から2013年まで中小企業
診断士養成課程運営委員長を務められて本学大学院の充実・活性化のために尽力さ
れました。
学会活動では，日本商品学会の評議員，理事を歴任され，総務担当理事として長
年学会運営に携わられました。ウィーン経済大学で在外研究員をされた経験を生か
して，1987年の第６回国際商品学会 IGWT 大会の日本（千葉商科大学，京都国際
会議場）での開催と運営に多大の貢献をされました。この会議は本学図書館会議場
での初めての国際会議でもありました。来日された外国人研究者のための京都での
エクスカーションにおいて，バスの中で先生と一緒に寝過ごして２人だけ置き去り
にされた苦く楽しい思い出もありました。疲れを知らぬ様子で大会を支えられてい
た先生も疲れ果てておられたようです。
また，長年一橋大学で開催されていた文部省主催，日本商品学会後援の「商品の
実験講習」を本学実施に移されたのも 川先生であり，この講習は「産業情報・技
術等指導者養成研修（商業）」として現在も毎年夏に高等学校の商業教育を支援す
る事業として本学で継続して実施されています。
先生には，私が1978年に本学に任用された時から２号館３階の商品学研究室で多
くのことを教えていただきました。大学生活，商品学の研究活動，学生教育等の
様々な問題をただ立ち止まって考えているだけではダメだ，とにかく行動しなけれ
ば何もできないし変わらないと，言葉ではなく先生の行動で教えられました。
先生とは，1980年代後半の科研費助成による「現代商品の多様化戦略」と「ソフ
ト化社会の進展と技術革新による商品開発戦略」の２つの共同研究において，フン
ドーキン（大分）の味噌商品開発，タキイ種苗（京都）の野菜開発，大阪化学合金
（現 OCI 株式会社，兵庫）のシート食品開発など多くのヒアリング調査を一緒に行
い，有益で楽しい時間を過ごさせていただきました。1990年代の経済研究所の共同
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研究では上総アカデミアパーク，木更津市，君津市など千葉県内でのヒアリング調
査に同行させていただき，先生の千葉県内で人脈の広さに驚かされました。
先生は歌も玄人はだしですが，スポーツ万能で特にゴルフはシングルの腕前で
す。今でもドライバーで300ヤード近く飛ばし，コンペでは賞品を独り占めされて
おられます。私も手取り足取り丁寧に教えていただきましたが，なかなか先生の期
待には応えられないでいます。先生と初めてお会いしてから35年が経ち先生の退職
記念号で改めて振り返ると，出来の悪い後輩で面倒や迷惑をかけることが多かった
ことを反省させられます。今後は，少しでも先生からの教えを本学で生かさなけれ
ばと考えています。
本学における教育，研究，学内行政，学会活動における業績から，本年７月に
川二郎先生は本学名誉教授となられました。本学の発展のために尽力されてこられ
たことに改めて感謝申し上げます。今後のご健勝をお祈りいたします。
